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　　　　　　市　の　人　口

　　　　(昭和63年２月１日現在）

世帯数　55,468世帯前n比64世帯増）

人　ロ　171,913人（前月比Ill人増）

　　男　85,225人

　　女　86,688人

第５回宇治川マラソン大会

温
か
い
声
援
を
送
ろ
う

２月28日(日)午前10時

太陽が丘スタート

　第５回宇治川マラソン大会は、２月28日(日)、午

前10時、太陽が丘をスタート。競技は、５キロ、10

キロ、20キロの３部に分かれて行われます。今回は、

中学生から82歳までの老若男女1,960人が出場し､束

は埼玉県、西は島根県からも参加。この宇治川マラ

ソン大会を大成功に収め、京都国体への気運を一層

盛り上げましょう。市民の皆さんも、沿道でご声援

ください。なお、大会当日は、交通規制が行われま

す。ご協力ください。

ト
カ
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
（
6
2
年
２
月
P
i
m
）

お願い
　
★
最
終
走
者
通
過
後
、
車
両
は
通
行
可
★
車
両
は
選
手

の
直
前
の
横
断
や
、
選
手
を
追
い
越
す
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
★
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
駐
停
車
は
出
来
ま
せ
ん
★
交
通

規
制
・
う
回
に
つ
い
て
は
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
★
交
通
規
制
道
路
以
外
の
道
路
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※府道京都宇治線の黄栞・京阪宇治駅間は、南行き一方通行になります。

▼
５
ｊ
の
部
・
：
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
僑
通
り
御
旅
所

　
付
近
折
り
返
し
↓
（
元
の
コ
ー
ス
を
戻
る
）

▼
司
’
・
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り
↓
県
通

　
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
僑
付
近
折
り
返
し
↓
平
等
院
南

　
門
前
↓
本
町
通
り
↓
御
旅
所
↓
市
役
所
前
↓
太
陽
が
丘

▼
2
0
．
・
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り
↓
県
通

　
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
橋
↓
宇
治
川
右
岸
↓
朝
霧
商
店

　
街
↓
府
道
北
上
↓
黄
柴
台
↓
黄
槃
公
園
折
り
返
し
↓
川
東
京

　
大
線
↓
朝
霧
商
店
街
↓
宇
治
川
右
岸
↓
白
虹
僑
↓
平
等
院
南

　
門
前
↓
本
町
通
り
↓
御
旅
所
↓
市
役
所
前
↓
太
陽
が
丘

距離別コース

　
二
月
二
十
九
日
㈲
か
ら
三
月

十
三
日
㈲
ま
で
、
全
国
一
斉
に

春
の
火
災
予
防
運
動
か
展
開
。

　
こ
れ
は
、
ゆ
気
が
乾
燥
に
天

災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
期

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
大
切
な

生
命
や
財
産
を
火
魔
か
ら
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
運
動
期
間
中
、

次
の
八
項
目
を
重
点
目
標
に
掲

げ
、
防
火
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
①
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
ら

を
中
心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策

の
推
進
②
家
庭
や
地
域
で
の
防

火
対
策
の
推
進
③
特
定
防
火
対

象
物
（
百
貨
店
、
旅
館
、
飲
食

店
な
ど
）
の
防
火
安
全
の
確
保

④
防
災
機
器
な
ど
の
普
及
推
進

⑤
異
常
乾
燥
時
や
強
風
時
の
火

災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
⑥
危

険
物
な
ど
の
災
害
防
止
対
策
の

推
進
⑦
山
火
事
予
防
対
策
の
強

化
⑧
車
両
火
災
予
防
対
策
の
強

化
。

　
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
寝
た
き

り
、
一
人
暮
β
し
の
高
齢
者
ら

の
家
庭
で
の
防
火
安
全
指
導
。

一
般
家
庭
へ
の
防
火
訪
問
、
防

火
座
談
会
、
消
火
器
取
り
扱
い

訓
練
な
ど
を
行
い
、
家
庭
や
地

　２月29日～３月130

春の火災予防運動．.

消えたかな！気になるあの火もう一度

域
で
の
防
火
安
全
の
確
立
を
図

っ
て
行
ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
を
防
ぐ

　
環
境
チ
ェ
ッ
ク

　
近
年
特
に
「
放
火
」
「
天
ぷ
ら

油
火
災
」
が
目
立
っ
て
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防

げ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

｛
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
｝

　
▼
家
の
周
り
に
段
ボ
ー
ル
箱

や
紙
く
ず
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
▼
農
小
屋
、
空

き
家
、
工
事
中
の
建
物
な
ど
は
、

し
っ
か
り
戸
締
ま
り
す
る
▼
暗

が
り
や
物
陰
は
放
火
魔
の
狙
い

ど
こ
ろ
で
あ
り
、
夜
は
家
の
周

り
を
明
る
く
す
る
▼
外
出
、
就

寝
前
に
は
戸
締
ま
り
を
徹
底
す

る
▼
隣
り
近
所
が
お
互
い
に
注

意
を
し
合
う
。

｛
天
ぷ
ら
油
火
災
を
防
ご
う
｝

　
▼
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
時

は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
▼
電
話
、

訪
問
客
の
応
対
に
は
、
い
っ
た

ん
火
を
消
す
▼
揚
げ
終
わ
っ
た

ら
す
ぐ
に
火
を
消
す
▼
ナ
ベ
の

周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。
　
　
（
消
防
本
部
）

茶
席
に
ペ
ア
で
ご
招
待

　
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」
は
昭

和
三
十
三
年
三
月
二
十
一
日
に

開
席
。
今
年
で
満
三
十
年
を
迎

え
ま
す
。
市
で
は
、
開
席
三
十

周
年
を
記
念
し
て
次
の
事
業
を

行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
茶
席
無
料
招
待
（
抹
茶
ま
た

　
は
煎
〈
せ
ん
〉
茶
に
お
菓
子

　
付
き
）
。

　
▼
期
間
・
：
３
月
１
日
～
５
月

3
1
日
▼
定
員
・
・
・
5
0
0
組
（
１
、
０
０

０
人
）
、
先
着
順
▼
申
し
込
み
・
・
・

２
月
2
1
日
か
>
Ｓ
t
ｎ
月
1
0
日
ま
で

に
往
復
は
が
き
で
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

▲開席30年を迎え市民に親し

　まれている対鳳庵

申し込みは

往復はがきで

．
く
だ
さ
い
（
は
が
き
Ｌ
枚
で
２

人
ご
招
待
）
▼
対
象
・
：
市
民
▼

申
し
込
み
先
…
観
光
セ
ン
タ
ー

内
「
対
鳳
庵
」
3
0
周
年
実
行
委

員
会
（
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治
塔
川

２
・
豊
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
な
お
、
返
信
は
が
き
で
招
待

月
夕
指
定
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
記
念
式
典
３
月
2
1
日
脚

○
一
日
茶
道
入
門
　
７
月
下
旬

○
問
い
合
わ
せ
観
光
セ
ン
タ

　
ー
（
豊
⑩
3
3
3
4
）
、
商

　
工
観
光
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

　
へ
。

○
主
催
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」

　
開
席
三
十
周
年
記
念
事
業
実

　
行
委
員
会
（
宇
治
市
・
観
光

　
協
会
、
茶
道
連
盟
）
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

821

「
対
鳳
庵
」
開
席
3
0
年
記
念



1988年（昭和63年）２月21日発行（2)

品質と使いやすさで選ぼう

　
〈
芳
香
剤
〉

　
ト
イ
レ
用
に
は

　
　
　
　
　
　
効
果
的

　
家
庭
で
何
気
な
ぐ
置
い
で
い
る

芳
香
剤
に
つ
い
て
、
居
間
用
五
種

類
と
ト
イ
レ
用
三
種
類
を
購
入
し
、

感
じ
方
な
ど
の
違
い
を
調
べ
ま
し

た
。

　
居
間
用
と
表
示
し
て
い
る
も
の

の
中
に
は
、
香
ぴ
が
部
屋
に
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
や
ト
イ
レ
向
き
の
も

の
、
安
定
感
の
悪
い
も
の
、
香
り

差
怨
じ
る
期
間
が
表
示
よ
ひ
短
か

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ト
イ
レ
用
の
三
種
類
の
内
二
種

類
は
、
香
口
が
ト
イ
レ
に
適
し
、

調
節
が
出
采
る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
別
の
一
種
は
球
状
で
、

使
用
期
間
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も

の
の
ボ
ー
ル
が
無
く
な
る
ま
で
香

紅
が
あ
り
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
は
、
値
段
の
高
い
も

の
は
香
口
が
柔
か
く
。
使
用
出
来

る
期
間
も
や
や
長
い
。
ま
た
、
風

通
し
に
よ
り
減
り
方
が
違
い
、
専

業
主
婦
の
家
で
は
一
日
中
ゆ
気
の

流
れ
が
あ
る
の
で
減
り
方
が
早
く
、

昼
間
の
留
守
家
庭
で
は
長
く
使
用

出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
事
か
ら
、
必
要
な
時
に
香

口
が
出
る
よ
シ
な
開
閉
装
置
が
付

　私たちの生活は。豊かで便利になって来ました

が、安易な購売意識が意外な落し穴として消費者

被害となっています。市では、消費者保護の立場

から相談を受け付けています。困ったこと、分か

らないことは、お気軽にご相談を。

　　　　消費生活相談室（商工観光課）S⑩3141

い
て
い
る
も
の
や
、
昼
間
用
で
香

り
の
量
の
調
節
可
能
な
も
の
が
あ

れ
ば
利
用
し
や
す
い
と
い
｡
ｎ
ｆ
ｆ
ｉ
論

で
し
た
。

　
〈
ラ
ッ
プ
と

　
　
フ
リ
ー
ザ
ー
バ
ッ
グ
〉

　
過
信
は
禁
物

　
毎
日
、
台
所
で
使
っ
て
い
る
ラ

ッ
プ
で
す
が
、
材
質
や
各
メ
ー
カ

ー
の
品
質
の
差
が
ど
れ
だ
け
あ
る

の
か
、
ま
た
、
最
近
出
回
っ
て
い

る
フ
リ
ー
ザ
ー
バ
″
グ
は
宣
伝
通

り
な
の
か
蔵
そ
れ
ぞ
れ
三
銘
柄

夕
選
び
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
ラ
ッ
プ
の
調
査
結
果
は
、
右
下

表
の
と
お
り
で
す
。
使
用
感
は
値

段
の
高
い
順
に
良
く
添
加
物
を
使

用
し
て
い
な
い
の
は
Ｃ
だ
け
で
す

が
、
使
用
感
が
悪
い
の
は
残
念
で

し
た
。

　
フ
リ
ー
ザ
ー
バ
ッ
グ
に
つ
い
て

は
、
①
冷
凍
保
存
は
三
銘
柄
共
か

さ
ば
ら
す
、
フ
″
ス
ナ
ー
付
き
で

汁
も
こ
ぼ
れ
な
い
。
再
利
用
も
出

来
て
便
利
で
あ
る
。
②
電
子
レ
ン

ジ
で
、
全
解
凍
す
る
に
は
袋
が
変

形
夕
起
こ
す
。
③
表
示
に
ぶ
凍

保
存
か
ら
電
子
レ
ン
ジ
の
解
凍
ま

戸
と
あ
る
が
。
多
少
無
理
が
あ
る
。

―
な
ど
の
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
〈
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
〉

　
自
分
に
合
っ
た
も
の
を

フリーザーバッグの比較プの比較ツラ

銘柄 Ａ Ｂ Ｃ

原材料 ポリエチレン
ポリエステル

ポリエチレン

高密度
ポリエチレン

耐熱温度 120℃ 120℃ 120℃

耐冷温度． －50℃ -so℃ －5o℃

電子レン

ジで使用

変形しない。

ファスナーを

閉めたら汁は

こぼれない。

パリパリにな

る。

ファスナーを

閉めたら汁は

こぼれない。

変形しない。

ふんわI)出来

上る。

ファスナーを

閉めたら汁は

こぼれない。

冷凍で

使　用
パリパリする 柔かくなる変化無し

レンジで

使　用

２分後

変形無し

２分後

袋が縮む

２分後

変形無し

銘　柄 Ａ Ｂ Ｃ

定　価 215円 190円 no円

原材料 ポリ塩化ピ
リニデン

ポリ塩化ピ
リニデン

ポリエチレン

寸　法 30cmX 20cm 30cmX 20cm 30cmX 20cm

耐熱温度 UO'C 1401C 110℃

耐冷温度 －60℃ －60℃ －70℃

添加物
脂肪酸誘導体

エポキシ化植物油

脂防酸誘導体

エポキシ化植物油 無　し

切れ昧 良　い 悪　い 悪　い

密着度 良　い 普　通 悪　い

厚み強度 良　い 普　通 ごく薄く
強度無し

レンジで
使　用

水分は余り出

ない。

熱にも強い

水分は余り出

ない。

熱には弱い。

水分が多く出
てベタベタに
なる。熱の伝
導は早い。

冷凍で
使　用

水分も出ず、

ラップもはが
れず,きれい
に仕上る。

水分も出ず、

ラップもはが
れず、きれい
に仕上る。

水分が出て

はがれやすい。

　
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す

が
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
惑
わ
芦
れ

ず
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
夕
選
ぶ

事
が
大
切
で
す
。

　
〈
家
庭
用
除
湿
剤
〉

　
立
地
条
件
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
考
え
て

　
こ
こ
数
年
、
色
々
出
回
っ
て
来

た
湿
気
取
り
に
つ
い
て
、
五
十
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
タ
す
る
と
共
に
、

十
二
種
類
の
商
品
を
購
入
し
、
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
除

湿
剤
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人

が
七
三
％
で
、
使
っ
た
こ
と
が
あ

る
人
は
四
〇
％
、
使
っ
た
こ
と
は

な
い
が
使
っ
て
み
た
い
人
は
六
〇

％
で
し
た
。
更
に
、
使
っ
て
み
て

良
か
っ
た
と
答
え
た
人
が
六
〇
％

か
西
め
、
不
必
要
と
答
え
た
人
は

六
％
で
し
た
。
使
っ
て
み
た
い
場

所
で
は
、
押
し
入
れ
と
答
え
た
人

が
十
人
で
最
も
多
く
、
以
ヱ
屏

が
七
人
、
洗
面
所
・
下
駄
箱
が
そ
れ

ぞ
れ
一
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
十
二
種
類
の
除
湿
剤
を

く
風
通
し
の
悪
い
押
１
　
　
〈
れ
、
台

所
な
ど
で
雨
期
に
使
用
ず
る
と
カ

ビ
臭
さ
や
湿
気
が
取
れ
る
よ
う
で

す
・
ゼ
リ
ー
状
の
も
の
は
、
転
倒

し
た
時
の
安
全
性
は
高
い
が
、
水

溶
性
の
方
が
効
果
は
あ
る
ぷ
つ
に

み
え
ホ
チ
ー
エ
ン
ド
フ
ー
ク
付
き

の
も
の
は
、
使
用
可
能
月
よ
り
も

早
め
に
了
・
‐
Ｉ
ク
が
出
る
よ
ラ
な
の

で
、
余
り
利
用
し
た
く
な
い
・
臭

い
の
き
つ
い
も
の
は
台
所
や
ダ
ン

ス
に
は
不
向
き
だ
が
、
ト
イ
レ
、
押

し
入
れ
で
は
消
臭
効
果
が
優
れ
て

い
る
。
－
と
い
う
結
論
で
し
た
。

　
（
参
考
資
料
か
ら
・
・
・
湿
気
は
｛
獄

中
に
あ
り
、
密
閉
し
た
空
間
で
な

い
と
効
果
は
出
ま
せ
ん
。
容
器
に

水
は
た
ま
る
が
湿
度
の
変
化
は
な

い
例
も
あ
り
水
子
）
。

　
〈
缶
切
り
〉

　
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が

　
　
　
　
使
い
や
す
い

　
五
種
類
の
缶
切
り
か
購
入
し
、

丸
缶
・
角
缶
・
半
液
体
状
内
容
物

入
紅
缶
・
内
包
装
入
ひ
缶
か
そ
れ

ぞ
れ
開
け
て
み
て
、
使
い
勝
手
を

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
事
が
出
来
て

使
い
心
地
が
良
い
。
⑤
は
缶
の
縁

が
厚
い
も
の
は
使
い
に
く
い
。

　
総
体
的
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
凝
っ

た
も
の
や
、
高
価
な
も
の
よ
り
、

シ
ン
プ
ル
な
も
の
の
方
が
使
い
や

す
い
ぶ
フ
で
す
。

缶切りの比較

値段 製造国 デザイン進行方向

① 2,500円西ドイツ 浸 手前

② 2,000 西ドイツ 普通 手前

③ 400 日　本 劣 手前

④ 400 日　本 普通 逆方向

⑤ 198 日　本 優 手前

悪質な訪問販売　　　

トラブルを公表　通産省

　
通
産
省
は
こ
の
程
、
悪
質
な

訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
、
企
業
名
を
除

く
ト
ラ
ブ
ル
の
情
報
提
供
忿
竹

い
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
事
例

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
’

　
〈
電
話
機
〉

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
代
行
の
者
」
「
電

話
料
金
の
領
収
証
か
見
せ
て
ぐ

だ
さ
い
」
な
μ
と
言
っ
て
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
来
訪
し
、
「
七
年
間

の
代
金
か
支
払
え
ば
自
分
の
も

の
に
な
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

使
用
中
の
黒
電
話
を
親
子
電

話
に
す
る
よ
之
裂
瓦
元
、
「
工

事
費
は
サ
ー
ビ
ス
、
支
払
い
は

毎
月
二
千
九
百
巴
と
い
ラ
条

件
で
購
入
契
約
を
し
た
。
に
か

し
、
後
で
支
払
い
総
額
が
二
十

四
万
円
と
高
額
な
た
め
考
え
直

し
、
解
約
を
申
し
出
た
が
「
一

度
設
置
す
る
と
中
古
品
に
な
る

た
め
、
解
約
の
場
合
は
一
律
二

万
円
盈
ｍ
求
に
ま
す
」
と
言
わ

れ
た
。

　
〈
英
会
話
教
材
〉

　
　
「
抽
選
で
あ
な
た
に
ビ
デ
オ

が
当
［
だ
］
な
μ
と
電
話
ぷ
の

わ
れ
、
「
商
品
の
受
け
取
り
に
、

印
鑑
と
身
分
証
明
証
な
ど
を
持

っ
て
来
る
ぷ
フ
」
に
と
言
わ
れ

た
。
指
定
さ
れ
た
場
所
に
行
ぐ

と
、
「
海
外
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
、
セ
ミ
ナ
ー
に
低
料
金
で
参

加
出
来
、
商
品
が
割
り
引
き
で

買
え
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
」
と

入
会
を
勧
め
ら
元
、
「
入
会
す
る

と
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
と
英
会
話

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
差
に
王
げ
、

会
費
の
よ
ラ
な
形
で
実
費
を
頂

く
。
一
生
涯
サ
ー
ビ
ス
タ
受
け

ら
れ
る
権
利
で
教
材
は
サ
ー
ビ

ス
程
度
の
内
容
」
と
言
わ
れ
、

契
約
弩
紹
ん
だ
。
家
に
帰
っ
て

か
ら
、
と
て
も
七
十
万
円
も
払

え
な
い
と
思
い
直
し
、
ク
ー
リ

ン
グ
ー
オ
フ
期
間
内
に
解
約
を

申
し
出
た
が
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
登
録
済
み
で
あ
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
は
解
除
出
来
る
が
。

代
金
を
一
括
払
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ち

　
〈
学
習
教
材
〉

　
　
「
中
学
の
子
供
さ
ん
が
い
ま

す
か
、
；
協
会
で
す
。
家
庭

教
師
は
要
り
ま
せ
ん
か
」
と
の

電
話
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
て
。

　
「
週
二
回
で
子
供
二
人
に
教
え

て
月
額
三
万
円
」
と
の
こ
と
な

の
で
、
指
導
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
。

　
「
教
材
が
必
要
」
と
言
わ
れ
、

や
む
を
得
ず
購
入
契
約
剪
栢
ん

だ
。
高
価
な
教
材
を
購
入
さ
せ

ら
元
だ
事
に
納
得
出
来
ず
、
ク

ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
内
に
解

約
を
申
し
出
た
が
、
応
じ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。

　
〈
布
団
〉

　
以
前
、
２
社
か
ら
布
団
を

覚
え
て
お
こ
う

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
訪
問
販
売
は
、
販
売
員
の
巧

み
な
話
術
に
つ
ら
れ
て
、
購
入

意
思
が
不
安
定
な
ま
ま
、
つ
い

オ
フ
制
度
と
い
い
毒
了
。

　
契
約
し
た
日
を
含
め
て
、
七

日
以
内
に
そ
の
旨
の
書
面
を
発

購
入
し
た
消
費
者
の
自
宅
を
セ

ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
問
七
、
「
ニ

社
の
羽
毛
布
団
に
は
虫
が
わ
い

て
い
る
の
で
、
消
毒
し
て
打
ち

直
し
た
方
が
良
い
」
と
告
げ
ら

れ
、
心
配
に
な
っ
て
新
し
い
布

団
の
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
。

値
段
が
高
い
た
め
思
い
直
し
、

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
内
に

解
約
を
申
し
出
た
が
、
「
布
団

を
打
ち
直
し
、
防
虫
加
工
を
施

す
と
い
ラ
契
約
だ
か
ら
解
約
出

来
な
い
」
と
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ

フ
に
応
じ
て
も
ら
汽
な
か
っ
た
。

　
〈
下
着
〉

　
電
話
で
、
「
婦
人
用
下
着
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
」
「
血
液
の
循

環
が
良
く
な
り
若
々
し
さ
を
保

て
る
」
「
見
る
だ
け
で
良
い
」
と

言
わ
れ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
来

訪
を
約
東
し
た
。
来
訪
し
た
セ

ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
、
「
わ
が
社

の
下
着
は
織
り
方
が
特
殊
で
、

体
に
密
着
し
無
理
な
ぐ
や
せ
ら

れ
る
」
と
言
わ
れ
、
契
約
を
結

ん
だ
√
に
妬
し
、
高
額
で
あ
る

こ
と
な
丿
か
ら
解
約
を
申
し
出

た
と
こ
ろ
、
「
あ
な
た
に
合
わ

せ
て
作
る
の
で
解
約
は
出
来
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。

　
〈
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
〉

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
て
、
官

公
庁
の
許
可
を
膏
け
て
い
る
取

的
一
付
け
業
者
だ
と
称
し
て
消
費

者
を
安
心
さ
せ
た
上
で
、
ト
イ

レ
フ
ァ
ン
を
点
検
。
「
モ
ー
・

タ
ー
が
過
熱
し
て
フ
ァ
ン
が
焼

け
て
い
る
の
で
危
険
だ
」
と
言

っ
て
、
勝
手
に
新
し
い
ト
イ
レ

フ
ァ
ン
に
交
換
し
て
、
購
入
契

約
の
締
結
を
強
要
し
た
。
翌
日
、

販
売
業
者
に
解
約
を
申
し
｛
一
だ

が
、
「
担
当
者
が
い
な
い
」
と
言

っ
て
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
に
応

じ
な
い
。

さ
れ
た
の
に
（
消
替
四
の
場
合
）
、

使
用
、
消
費
し
た
場
合
な
ど
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
が
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

左
記
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

一
　
契
約
年
月
日

二
　
商
品
名

三
契
約
金
額

四
締
結
場
所

822

　この程､市の消費生活モニターが､身近かな日用品

についての試買調査を行いました。これは実験室内

でのテストではなく、モニターが、日常生活で実際

に使用してみての感覚や使い勝手を調べてみたもの

です。その結果の一部をお知らせします。

暮
ら
し
の
情
報

消費生活モニター試買調査結果から

今月中
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選
　
ぶ

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
、
数
多
く
の

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

が
流
さ
れ
、
種
類
も
価
格
も
ま
ち

ま
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
市
内
で
入

手
し
や
す
い
メ
ー
カ
ー
品
・
普
及

品
な
ど
十
六
種
類
を
軽
い
日
・
普

通
・
多
い
日
用
の
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
、
吸
収
量
・
使
用
材

料
・
単
価
を
調
査
し
ま
し
た
。

生理用ナプキンの比較

使
ｍ
し
て
の
感
想
は
、
・
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
差
は
余
り
な
ぐ
、
全
体

に
成
分
も
堪
化
カ
ル
シ
ウ
ム
敬
王

剤
と
し
て
お
り
、
後
は
防
虫
剤
、
防

カ
ビ
剤
、
消
臭
（
防
臭
）
剤
、
ゲ
ル
化

剤
（
ゼ
リ
ー
状
に
す
る
）
な
ど
の
添

加
物
の
有
無
と
形
状
に
よ
る
差
位

だ
け
で
し
た
・
家
の
立
地
条
件
、

環
境
な
芦
使
用
場
所
に
よ
っ
て
、

必
要
性
の
差
が
出
て
来
る
・
防
カ

ビ
剤
入
り
の
も
の
は
、
湿
気
が
多

調
べ
ま
し
た
。
（
下
表
参
照
）

　
そ
の
結
果
、
①
は
ス
ム
ー
ズ
に

使
用
出
来
る
が
、
浅
缶
に
は
持
ち

手
が
邪
魔
に
な
り
回
転
し
に
く
い
。

②
は
ハ
ン
ド
ル
を
左
手
で
固
定
し
、

右
手
で
回
転
さ
せ
る
の
で
、
缶
を

押
さ
政
る
事
が
出
来
ず
使
用
し
に

く
い
。
③
は
最
初
に
刃
を
入
れ
る

の
が
大
変
で
あ
る
が
、
後
は
余
り

力
を
入
れ
な
く
て
も
済
み
、
浅
缶

に
も
使
い
や
す
い
。
④
は
自
分

商品吸収力 特　　恋 1枚の(its

軽

い

日

－

12
㎡
－

１ 100％$i載なし 12円

２ 90 高分子吸収体使用
活性炭i子使用 14

３ 75 　　　　1ﾀ薬用活性炭使用 13

４ 89 13

５ 50 ８

６ 55 ８

昔･

通
.〃

24
mf
－

７ 78 ic載なし 12

８ 88 高分f-吸収体使用13

９ 69 記截なし ７

10 78 4.6

11 64 高分子吸収体使用13

多

い

日

－

36
㎡－

12 179 高分-T-吸収体使用 36

13 107 記載なし 26

14 122 25

15 133 高分子吸収体使用22.3

16 121 26

※吸収量は、トレー皿にナプキンを置

　き、水を注いで限界まで吸収した量

　を計った。

不用品情報セ

ンター

お買物のめや

す

消費者物価2

0（2月分）

譲りたいもの

譲って欲しいもの

1
1
1
1

契
約
し
て
Ｌ
革
う
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ

う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者

を
保
護
す
る
た
め
に
、
指
定
商

品
に
限
盆
藁
件
で
解
約
出
来

る
期
間
が
法
律
で
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
ク
ー
リ
ン
グ
・

送
ず
れ
ば
解
約
出
来
ま
す
。
電

話
連
絡
で
は
駄
目
で
す
。
内
容

証
明
郵
便
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
代
金
を
全
額
支
払
い

商
品
を
受
け
取
っ
た
場
合
や
、

使
用
す
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ

フ
が
出
来
な
い
事
を
書
面
で
示

な
お
支
払
頷
の
○
○
円
を
返
金

し
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
　
昭
和
○
年
○
月
○
日

　
　
　
　
　
住
所

　
　
　
　
　
氏
名

所
在
地

○
○
阪
売
会
社

代
表
取
締
役

殿

　この公表価格は、2月初めに実施した消費生活モニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

晶　f， 規　　　倫 十･･均
Him

価格状況
蚊鳥
価格

K-lli
m格Mm月比 討前年比

灯　　油
18f店頭 71jll▲2.6▲3.6　　川810

　　11j
650

m I肥,i 752 ▲1.4▲2.8 900 700

ガソリン
レギュラー1 '現令
売り 120 ▲0.8 5.3125 117

アイリンュ
　ベーノi－

400牧人1祥i
け'洋，ﾀｽ･又ｺzテ丿 155 0.6 ０ 158 125

台叫川
　　ラ･,プ サランラップ

3αmx20m 219 10.6▲1.8 238 158

アルミ
　　ホイル Z5cinXSni 162 ０▲3.6188 128

シャン･/ー 液体ポリ･ff8S22(cc
花Ｅエ■/-tンシャ'ﾚ230 ０ ０ 230 225

あまたの心は健
康ですか？

ス
ト
レ
ス
が
招
く
　
心
身
症

　
体
の
健
康
と
共
に
、
大
切
な
の
が
。
心
の

健
声
。
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
、

本
当
の
健
康
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
代

人
が
ス
ト
レ
ス
を
避
け
て
生
き
る
こ
と
は
不

可
能
な
こ
と
。
ど
う
し
た
ら
ス
ト
レ
ス
と
上

手
に
付
き
合
え
、
克
服
出
来
る
の
か
。
今
回

は
心
身
症
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

せ
き
、
視
力
の
低
下
、
胃
痛
、
食

欲
不
振
、
叶
笑
気
、
不
眠
な
ど
の

症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
ラ
な
症
状
が
い
く
つ
も

出
た
り
、
不
安
感
、
緊
張
感
、
不

満
、
あ
せ
り
な
ど
の
精
神
症
状
を

伴
っ
て
、
苦
痛
を
訴
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
１
　
か
し
、
身
体
的
な

検
査
だ
け
で
は
原
因
が
は
っ
き
り

し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
ぷ
つ

な
場
合
、
ま
す
乖
末
人
が
ス
ト

レ
ス
の
蓄
積
に
気
付
か
な
い
こ
と

が
多
い
ぷ
つ
で
す
。

３つのＲを生かした
　　　　休日の遇ごし方

J､.df･　d
「 ^=r¬･－7;､‾‾W　　　　　吋ずfe

　　.゛　　　　認

　　　　　を来

言言

ｌ

　　．　　　　　　　　　動

　　　　　　　　　　　　　　　行趣賞②

　／　　　　　　　　　　　な味　｀園　　　　　　　　　　　　　　　う活日芸
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　　　　　　皿　　　　9.　　　ｌＰ

鰯　

的どド　　　　　　　　　　　　　　　　1こ　｀鑑

i-Oア　ン｜興戸

徴１
　
常
に
自
分
の
ス
ト
レ
ス
度
を
チ

エ
″
ク
（
左
表
参
照
）
し
て
、
心
の

健
康
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
健
康
に

過
ご
す
コ
ツ
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
レ
ス

ト
＝
休
み
）
、
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｘ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
（
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＝
く

つ
ろ
ぎ
）
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＝
気
晴

<
＆
し
）
の
ず
つ
の
Ｒ
七
す
。

　
こ
の
ざ
つ
の
Ｒ
谷
生
活
に
取

り
入
れ
、
意
識
的
に
ス
ト
レ
ス
解

消
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
蚕
や
り
方
と
判
定

　
3
0
の
項
目
（
症
状
）
の
な
か
か
ら
、
該
当
す

る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
○
の
数

か
、

受
け
よ
う
検
診

　
市
で
は
、
成
人
病
な
ど
の
早
期

発
見
の
た
め
、
一
般
健
康
診
査
、
胃

が
ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
、
結
核
検
診
、
半
日
人
間
ト

ヨ
タ
な
ど
の
各
種
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
（
以
上
六
十
二
年
度
）
。
六

十
三
年
度
も
同
様
な
検
診
を
行
う

予
定
で
す
。
詳
し
ぐ
は
、
市
政
だ

よ
り
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。
（
保
健
予
防
課
）

Ｕ

ストレス

　　　自己診断

目
1

!0

問
題
な
い

軽
い
ス
ト
レ
ス
状
態

ス
ト
レ
ス
状
態

ａ
Ｍ
上
専
門
医
へ

　
ま
た
次
の
症
状
の
あ
る
人
は
、
診
断
表
で

c①

目頭
かが
疲重　…

れい　・
る

③
と
き
ど
き
鼻
が
つ
ま
る

④
目
ま
い
を
感
じ
る

⑤
立
ち
く
ら
み
し
そ
う
な
こ
と
か
あ
る

⑥
耳
な
り
が
す
る
こ
と
か
あ
る

⑦
口
内
炎
か
出
来
や
す
い

⑥
の
ど
か
痛
く
な
る
こ
と
か
多
い

⑨
舌
が
白
く
な
る

⑩
食
欲
が
な
い

⑨
胃
が
も
た
れ
る

⑩
腹
か
は
る

⑩
肩
か
こ
る

⑩
背
中
や
腰
か
痛
く
な
る

⑩
疲
れ
か
取
れ
な
い

座禅健康法

　
●
呼
吸
数
減
少
法

　
Ｉ
呼
吸
数
を
減
ら
し
て
行
く
。

　
　
目
安
は
１
分
間
に
４
－
５
回
～

①
吐
く
時
・
：
約
1
0
秒
か
け
て
、
鼻
か
ら

　
長
く
吐
く
。

②
吸
う
時
・
：
鼻
か
ら
極
く
短
め
に
吸
う
。

●
数
息
観
呼
吸
法
。

　
Ｉ
数
を
数
え
な
が
ら
の
呼
吸
法
～

①
「
１
つ
」
と
、
心
の
中
で
唱
え
る
。

②
唱
え
終
わ
っ
た
ら
深
く
息
を
吐
い
て

　
吸
う
。

③
こ
の
よ
う
に
し
て
、
1
0
ま
で
数
え
る
。

＠▲は減

　　第　　　第　　第　　　第　　第
ユ5 身自４前３　え身２　自ｌ
１条に分条向条る体条分条
モ　　つで　　き　　　゜の　　の

ア　　け自　　の　　　コ　　生

を　　る信　　姿　　　ン　　活
理　　　゜の　　勢　　　デ　　に

解　　　持　　を　　　　ィ　　目
し　　　て　　心　　　シ　　標

よ　　　る　　掛　　　　ヨ　　を
う　　　も　　け　　　ン　　持
゜　　の　　る　　　を’つ

　　　　を　　　゜　　　整　　　゜

心
』

条

　⑤　　　④　　　③　　　⑧　　　①
わ．い明　て誰　考気　に人

け心　゜日　みも　えが　マの
がの　　出　るい　るめ　イ評
なト　　　釆　　゜な　　゜い　ぺ価
いラ　　る　　い　　つ　１は

｀’ブ　　こ　　所　　た　ス気

とル　　と　　で　　ら　でに
間で　　は　　大　　別　゜し

き殺　　今　　声　　の　　な

直さ　　日　　を　　こ　　い
るれ　　し　　出　　と　　　゜
゜る　　　な　　　し　　　を　　　常

心ll

μ

823

●
疲
れ
が
と
れ
な
い

●
頭
か
す
っ
き
り
し
な
い

●
肩
が
こ
る

●
疲
れ
や
す
い

●
イ
ラ
イ
ラ
感
が
あ
る

口
す
ぐ
疲
れ
る

⑩
起
床
が
つ
ら
い

⑩
や
る
気
か
で
な
い

⑩
寝
つ
き
が
わ
る
い

○
夢
を
見
る
こ
と
か
多
い

⑩
夜
半
す
ぎ
か
ら
眠
れ
な
い

⑩
急
に
息
苦
し
く
な
る

勁
動
悸
（
ど
う
き
）
を
打
つ
こ
と
が
あ
る

⑤
胸
痛
か
あ
る

⑩
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い

勁
す
ぐ
腹
が
立
つ

⑩
手
足
が
冷
た
い

⑩
手
や
わ
き
の
下
に
汗
か
多
い

⑩
人
ぐ
若
つ
の
が
い
や

　
ス
ト
レ
ス
解
消
に

　
　
　
３
つ
の
Ｒ

　
近
年
、
ぶ
身
侭
と
い
う
言
葉

が
一
般
に
よ
く
深
わ
れ
る
ぷ
っ
に

な
り
ま
し
た
が
、
精
神
病
と
混
同

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ぷ
フ
で
す
。

　
心
身
症
と
は
、
あ
ぐ
ま
で
も
「
身

体
の
病
気
」
で
あ
り
、
「
心
の
ト
ラ

ブ
ル
（
ス
ト
レ
ス
）
に
よ
っ
て
生
じ

た
身
体
的
な
症
状
」
で
す
。
心
身

症
の
症
状
は
多
彩
で
、
頭
痛
、
肩
こ

り
を
は
じ
の
と
し
て
、
ぜ
ん
そ
ぐ
、
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こ
の
講
座
は
、
市
民
の
自
治
意

識
の
高
ま
る
中
で
、
市
政
に
対
す

る
理
解
や
市
民
と
行
政
相
互
の
連

帯
を
創
造
す
る
場
と
し
て
開
い
て

４
昨
年
1
1
月
2
7
日
の
市
政
概
要
講
座
か
ら

い
ま
ず
。

　
行
政
の
役
割
や
市
役
所
の
各
部

署
に
お
け
る
施
策
は
、
ど
の
ぷ
フ

に
私
た
ち
の
忠
心
に
役
立
っ
て
い

る
の
で
し
よ
シ
か
。
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
行
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
子
芦
も
た
ち
の
教
育

に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

　
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
２
月
2
6
日
廊
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
…
教
育
－
い
じ
の

・
暴
力
は
な
い
の
Ｉ
▼
講
師
・
：
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
職
員
▼

定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
…
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問

い
合
わ
せ
・
・
・
広
野
公
民
館
（
酋
⑥

7
4
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

利
用
者
を
募
集

３
月
７
日
ま
で
受
け
付
け

▲土に親しみ健康づくりを（2月loa）

　
市
で
は
、
在
宅
老
人
の
生
き

が
い
対
策
と
し
て
市
内
五
ヵ
所

に
老
人
園
芸
ひ
り
ば
を
設
け
、

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
無

料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
に
、
野
菜
や
花
。
つ

く
的
矛
薬
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
、
健
康
に
過
ご
し
て
い
た

だ
こ
シ
と
い
シ
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
伊
勢
田
の
老
人
園

芸
ひ
ろ
ば
の
利
用
者
か
募
集
し

未
了
。

　
利
用
ご
希
望
の
人
は
、
次
の

要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
利
用
で
き
る
人
）

お
知
ら
せ

　
要
約
筆
記
ポ
ラ
″
テ
ィ
ア

　
養
　
成
　
講
　
座

　
要
約
筆
記
は
、
話
の
内
容
登
間

単
な
文
章
に
し
て
難
聴
な
ど
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
ラ
も
の
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
１
日
脚
、
４
日

面
、
１
１
一
日
面
、
い
ず
れ
も
午
後
１

時
Ｉ
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉

会
館
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
定
員
…

3
0
人
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
・
・
２
月
2
6
日
金
ま
で
に
宇
治
ボ
ラ

ン
テ
″
ア
バ
ン
ク
（
豊
⑩
5
6
5

4
）
へ
▼
主
催
…
宇
治
市
難
聴
者

協
会
。
　
（
襲
福
祉
協
議
会
）

　
就
職
支
度
金
の
支
給

　
▼
対
象
…
今
春
、
中
学
校
・
高

等
学
校
を
卒
業
し
、
一
ヵ
月
以
内

に
就
職
す
る
人
で
、
就
職
に
必
要

な
費
用
の
支
出
の
困
難
な
人
▼
支

給
額
・
・
・
五
万
五
千
円
以
内
▼
申
し

込
み
・
：
４
月
1
5
日
面
ま
で
に
福
祉

事
務
所
社
会
課
に
あ
る
申
請
用
紙

で
。
詳
し
ぐ
は
、
社
会
課
（
容
⑩

3
1
4
1
）
へ
お
問
毀
お
せ
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
社
会
課
）

－
　
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

昭
和
6
3
年
４
月
１
日
現
在
で

満
6
0
歳
以
上
の
人
。
他
の
老

人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
利
用
し
て

い
な
い
人
。

（
と
こ
ろ
・
区
画
数
）

　
　
伊
勢
田
老
人
園
芸
ひ

　
ろ
ば
（
伊
勢
田
町
毛
語
）

　
・
6
1
区
画
。
１
区
画
は

　
1
0
平
方
メ
ー
ト
ル
（
Ｉ

　
世
帯
に
つ
き
１
区
画
）

（
利
用
期
間
）

　
6
3
年
４
月
１
日
か
ら

6
5
年
３
月
1
5
日
ま
で
の

約
２
年
間
。

（
申
し
込
み
）

　
３
月
７
日
側
ま
で
に
、

必
ず
本
人
が
印
鑑
を
持

っ
て
福
祉
事
務
所
福
祉

課
ま
で
お
越
に
ブ
Ｘ
だ
さ

い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
、

府道八幡宇治線

名作映画会
「ガ一プの世界」よ

「Ｚ」　　　伊

と　き　３月６日（日）

開場午後零時半開演午後1時~5時40分

ところ　中央公民館（展示集会室）

入場無料（入場多数の場合制限有り）

主　催　中央公民館（豊③l

4

11）

　　　宇治市共済クラブ映画を見よう会

　
交
通
遺
児

　
奨
学
資
金
等
の
支
給

　
市
で
は
、
交
通
事
故
で
親
を
な

く
し
た
子
芦
も
た
ち
の
健
全
育
成

の
た
め
奨
学
資
金
な
ど
の
支
給
制

度
を
設
け
て
い
未
了
。

　
▼
支
給
内
容
・
：
○
見
舞
金
＝
父

ほ
な
ど
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
し
た

場
合
に
一
万
円
、
父
ほ
な
ど
が
同

時
に
死
亡
し
た
場
合
は
二
万
円
○

奨
学
資
金
＝
小
学
校
入
学
時
に
一

万
円
。
中
学
校
入
学
時
に
二
万
円

○
激
胞
Ｔ
中
学
卒
業
時
に
二
万

円
▼
申
請
・
：
見
舞
金
お
よ
び
激
励

抽
選
を
し
康
７
．
詳
し
ぐ
は
、

福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

べ
○
レ

Ｎ
↑

至
名
木
バ
ス
停

（
福
祉
課
）

金
支
給
対
象
者
は
３
月
2
0
日
ま
で

に
、
奨
学
資
金
支
給
対
象
者
は
４

月
中
に
交
通
労
政
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
現
在

で
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
を
調
整
し
ま
し
た
。
関
係
者
は

縦
覧
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
縦
覧
期
間
・
・
・
２
月
2
3
日
脚
～

３
月
８
日
叫
、
午
前
８
時
半
１
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま

す
）
▼
縦
覧
場
所
・
：
市
役
所
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
。

　
こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
登
録

漏
れ
を
防
ぎ
、
正
確
な
名
簿
に
す

る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
選
挙
入
名
簿
に
漏
れ
、
誤

り
な
ど
が
あ
る
と
認
め
ら
元
だ
場

合
、
該
当
す
る
選
挙
人
は
縦
覧
期

間
中
に
文
曜
轟
掌
管
理
委
員
会

に
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
出
来

ま
ず
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

申
し
出
が
あ
っ
て
も
選
場
入
名
簿

に
登
録
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
市
民
ア
ト
リ
エ

　
木
工
教
室

　
木
の
器
で
楽
１
　
こ
食
事
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
豆
皿
と

ス
プ
ー
ン
を
つ
く
り
未
了
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民

館
▼
講
師
・
・
・
木
工
・
臼
杵
春
芳
さ

ん
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
人
▼
定

員
・
・
・
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
…

千
円
▼
準
備
す
る
物
・
：
丸
の
み
、

彫
刻
刀
、
鉛
筆
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
▼
申
し
込
み
・
：
２
月
2
2
日
か

ら
中
央
公
民
館
（
豊
⑩
1
4
1
1
）

へ
電
話
か
直
接
来
館
『

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

木工教室の日程表

回月日 内　　容

１3/2
團

開講式･オリエンテーション
r豆皿』の形を切る,荒けずり

２3/9
附

「豆皿」仕上げ

３3/16
團

「スプーン」の形を切る
　　　　　　　荒けずり

４3/23
團

「スプーン」の仕上げ
閉講式

　
家
庭
奉
仕
員
の
募
集

　
老
人
や
身
体
障
害
者
な
ど
の
家

庭
で
、
家
事
・
介
護
や
相
談
・
助

言
な
芦
尽
ず
る
家
庭
奉
仕
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
▼
対
象
・
・
・
昭
和
1
8
年
４
月
２
日

｀
か
ら
2
8
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
老
人
や
身
体
障
害

（
児
）
者
福
祉
に
深
い
理
解
と
熱
意

▼
テ
ー
マ
・
：
～
お
ま
っ
的
気
分

　
で
こ
ん
に
ち
は
～

▼
催
し
・
・
・
手
づ
く
り
製
品
バ
ザ

　
ー
、
不
習
Ｅ
バ
ザ
ー
、
お
祭

　
り
広
場
、
悟
饗
】
、
展
示
（
作

　
業
所
の
紹
介
な
ど
）

▼
主
催
・
：
社
会
福
祉
協
議
会

▼
問
い
乙
お
せ
…
宇
治
共
同
作

　
業
所
（
木
幡
西
浦
3
8
・
ａ
⑩

　
ｙ
０
２
４
）
へ
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
の
不
用

品
の
提
供
を
お
願
い
に
ま
ヂ
。

の
あ
る
女
子
▼
採
用
人
員
・
・
・
若
干

名
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
６

ヵ
月
以
内
の
写
真
を
は
っ
て
２

月
2
9
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
提
出
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
４
日
脚
、
午
前

1
0
時
１
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広

野
公
民
館
▼
内
容
・
：
八
宝
菜
、
さ

つ
ま
い
も
と
り
ん
ご
の
甘
煮
、
煮

奴
、
デ
ザ
ー
ト
▼
指
導
・
・
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
青
梅
▼
対
象
・
・
・

六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老

人
▼
定
員
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
持
参

品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
き

ん
▼
参
加
料
・
・
・
百
円
▼
申
し
込
み

・
・
・
社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6

5
0
）
へ
▼
主
催
上
人
暮
ら
し

考
人
の
会
。
（
襲
福
祉
協
議
必
一
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
5
日
田
、
午

後
３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…

中
央
図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お

は
な
し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

▼
対
象
・
・
・
幼
児
か
阜
小
学
校
低
学

年
（
入
場
は
子
μ
七
の
み
）
▼
参
加

料
・
・
・
無
料
▼
問
い
令
幻
せ
・
・
・
中
央

図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

身
体
障
害
者
手
帳
の
提
示
で

　
国
で
は
、
４
体
に
障
害
の
あ

る
人
や
そ
の
介
護
人
に
対
し
て
、

集
合
バ
ス
運
賃
の
割
引
制
度
を

設
け
て
い
未
了
。

　
割
引
率
は
、
身
体
障
害
者
本

人
と
介
護
人
（
一
人
）
共
。
普
通

乗
車
券
の
五
割
で
す
。

　
な
お
、
バ
ス
運
賃
の
割
引
方

法
が
次
の
通
り
一
部
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　
一
身
体
障
害
者
本
人
の
場
合

…
従
来
の
割
引
証
に
寂
わ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
、
運
転
手

　
（
ま
た
は
車
掌
）
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
従
っ
て
、
毎
年
３
月
に
更
新

し
て
い
た
顔
写
真
付
き
割
引
証

の
手
続
き
は
不
要
と
な
り
ホ
子

の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
一
介
護
人
の
場
合
・
・
・
赤
色
の

歴史資料館・冬の企画展

　　たちぱな　　こ　う　　そん
『橘香邨

』

「
バ
ス
介
護
付
」
と
表
示
し
た
身

体
障
害
者
手
帳
を
、
運
転
手
（
ま

た
は
車
掌
）
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
介
護
人
一
人
と
障
害
者

本
人
の
割
り
引
張
示
受
け
ら
れ

ま
す
Ｊ
こ
の
「
バ
ス
介
護
付
」
の

表
示
は
、
福
祉
課
で
行
い
ま
哭

手
帳
か
痔
っ
て
福
祉
課
へ
。

　
「
バ
ス
介
護
付
」
は
、
京
都
府

バ
ス
竪
茄
盟
各
社
の
バ
ス
で

通
用
。
他
の
バ
ス
の
場
合
は
、

従
来
通
り
福
祉
事
務
所
発
行
の

割
引
証
が
必
要
で
す
。

　
介
護
人
の
割
り
引
き
は
、
手

帳
に
「
第
一
種
」
ま
た
は
内
部
障

害
で
「
一
級
」
と
記
さ
れ
て
い
る

人
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
詳
Ｌ
Ｑ
く
は
、
福
祉
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
（
福
祉
課
）

★３月27日(日)まで

　　　　(月曜日･祝日は休館)

　　午前９時~午後５時

★歴史資料館　★入場無料

824

老人園芸

ひろば

身
体
障
害
者

　
二
月
十
六
日
か
ら
一
部
展
示
替
え
！

是
非
も
う
一
度
ご
観
覧
く
だ
さ
い

府
下
一
斉
　
違
法
駐
車
取
り
締
り
強
化
活
動

2
月
2
9
日
ま
で
展
開
中

2月26日

広野公民館

市政概要講座

第2回宇治共同作業所まつり

とき　3月6日（日）雨天決行午前10時～午後3時

ところ　宇治共同作業所

伊勢田61区画
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